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   Ｃ０９Ｄ 175/04     (2006.01)
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   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
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   Ｃ０９Ｄ   5/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ 175/04    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  75/04    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   7/04    ＣＥＰＡ
   Ｃ０８Ｊ   7/04    ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ   7/04    ＣＥＺ　
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   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月30日(2011.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）（ａ）イソシアネート基を有する少なくとも１種類のジイソシアネート、ポリイ
ソシアネート、又はこれらの混合物と、（ｂ）式（Ｉ）：
Ｒf

1－Ｌ－Ｘ　（Ｉ）
［式中、
　Ｒf

1は、１～５０個の酸素原子によって任意に中断された、炭素数２～１００の１価の
部分的に又は完全にフッ素化された直鎖又は分岐鎖のアルキル基であって、炭素原子対酸
素原子の比が少なくとも２：１であり、酸素原子が互いに結合していないアルキル基であ
り、
　Ｌは、結合であるか、又は、－Ｏ－、－ＮＲ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｎ
（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－（式中、ＲはＨ又はＣ1～Ｃ6アルキルである）からなる群から選択され
る１～４個のヘテロ基で任意に中断されており且つＣＨ2Ｃｌで任意に置換されている炭
素数１～２０の直鎖若しくは分岐鎖の２価の結合基であり、
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　Ｘは、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ）Ｈ（式中、Ｒは、Ｈ又はＣ1～Ｃ6アルキルである）、および
－ＳＨからなる群から選択されるイソシアネート反応性基である］
から選択される少なくとも１種類のフッ素化化合物を反応させる工程、および、その後、
（ｉｉ）（ｃ）水、および（ｄ）組成物の総乾燥重量に基づいて０．０５重量％～約２．
０重量％のイソシアネート反応性非フッ素化粒子成分と反応させる工程、
によって調製される、少なくとも１つの尿素結合を有する少なくとも１種類のポリウレタ
ンの水溶液又は水性分散体を含む、基材に表面特性を付与するための組成物。
【請求項２】
　基材に請求項１に記載の組成物を接触させる工程を含む、基材に撥水性、撥油性、およ
び防汚性を付与する方法。
【請求項３】
　木綿、セルロース、ウール、シルク、レーヨン、ナイロン、アラミド、アセテート、ア
クリル、ジュート、サイザル麻、海草、コイア、ポリアミド、ポリエステル、ポリオレフ
ィン、ポリアクリロニトリル、ポリプロピレン、ポリアラミド、又はこれらの混紡からな
る繊維、ヤーン、布帛、混紡布、テキスタイル、スパンレース不織布、カーペット、紙、
又は皮革である、請求項２に記載の方法で処理された基材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　実施例５～７は、ポリマー中に粒子成分が存在しないこと以外は同じ組成物で処理され
た同じカーペットである各比較例Ｊ～Ｌと類似の撥水性および撥油性を有したが、比較例
Ｊ～Ｌより良好なドラム汚れ特性を有した。しかし、実施例５は、実施例６および実施例
７と比較して著しく良好なドラム汚れ特性を有した。モノマーの重量に対して非常に低い
粒子成分添加量（０．１重量％）で、性能特性の向上が起こった。

なお、本発明は、特許請求の範囲を含め、以下の発明を包含する。
１．（ｉ）（ａ）イソシアネート基を有する少なくとも１種類のジイソシアネート、ポリ
イソシアネート、又はこれらの混合物と、（ｂ）式（Ｉ）：
Ｒf

1－Ｌ－Ｘ　（Ｉ）
［式中、
　Ｒf

1は、１～５０個の酸素原子によって任意に中断された、炭素数２～１００の１価の
部分的に又は完全にフッ素化された直鎖又は分岐鎖のアルキル基であって、炭素原子対酸
素原子の比が少なくとも２：１であり、酸素原子が互いに結合していないアルキル基であ
り、
　Ｌは、結合であるか、又は、－Ｏ－、－ＮＲ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｎ
（Ｒ）Ｃ（Ｏ）－（式中、ＲはＨ又はＣ1～Ｃ6アルキルである）からなる群から選択され
る１～４個のヘテロ基で任意に中断されており且つＣＨ2Ｃｌで任意に置換されている炭
素数１～２０の直鎖若しくは分岐鎖の２価の結合基であり、
　Ｘは、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ）Ｈ（式中、Ｒは、Ｈ又はＣ1～Ｃ6アルキルである）、および
－ＳＨからなる群から選択されるイソシアネート反応性基である］
から選択される少なくとも１種類のフッ素化化合物を反応させる工程、および、その後、
（ｉｉ）（ｃ）水、および（ｄ）組成物の総乾燥重量に基づいて０．０５重量％～約２．
０重量％のイソシアネート反応性非フッ素化粒子成分と反応させる工程、
によって調製される、少なくとも１つの尿素結合を有する少なくとも１種類のポリウレタ
ンの水溶液又は水性分散体を含む、基材に表面特性を付与するための組成物。
２．Ｒf

1が、Ｆ（ＣＦ2）n、Ｆ（ＣＦ2）n（ＣＨ2ＣＦ2）p、Ｆ（ＣＦ2）n（ＣＨ2）x［
（ＣＦ2ＣＦ2）p－（ＣＨ2ＣＨ2）q］m、Ｆ（ＣＦ2）nＯＦ（ＣＦ2）n、Ｆ（ＣＦ2）nＯ
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ＣＦＨＣＦ2、又はＦ（ＣＦ2）n［ＯＣＦ2ＣＦ（ＣＨ3）］p［ＯＣＦ2ＣＦ2］q（式中、
ｎは１～約６であり、ｘは１～約６であり、ｐ、ｑおよびｍはそれぞれ独立して１～約３
である）である、１に記載の組成物。
３．Ｒf

1－Ｌ－Ｘ（Ｉ）が、式（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（Ｉｃ）、（Ｉｄ）および（Ｉｅ）
： 
（Ｉａ）　Ｆ（ＣＦ2）n（ＣＨ2）tＸ、
（Ｉｂ）　Ｆ（ＣＦ2）n（ＣＨ2ＣＦ2）p（ＣＨ2ＣＨ2）q（Ｒ5）rＸ、
（Ｉｃ）　Ｆ（ＣＦ2）n（ＣＨ2）x［（ＣＦ2ＣＦ2）p（ＣＨ2ＣＨ2）q］m（Ｒ5）rＸ、
（Ｉｄ）　Ｆ（ＣＦ2）nＯ（ＣＦ2）nＣＨ2（ＣtＨ2t）Ｘ、
（Ｉｅ）　Ｆ（ＣＦ2）n－ＯＣＦＨＣＦ2（ＯＣＨ2ＣＨ2）vＸ、
［式中、
ｔは、１～１０の整数であり、
ｎは、約１～６の整数であり、
ｐ、ｑおよびｍはそれぞれ独立して、１～３の整数であり、
ｘは、１～６の整数であり、
ｒは、０又は１であり、
Ｘは、－Ｏ－、－ＮＨ－、又は－Ｓ－であり、
Ｒ1は、－Ｓ（ＣＨ2）u－、
【化１】

（式中、
ｕは、２～４の整数であり、
ｓは、１～５０の整数であり、
Ｒ2、Ｒ3、およびＲ4は、それぞれ独立して水素、又は炭素数１～６のアルキル基である
）
からなる群から選択される２価の基である］
からなる群から選択される、１に記載の組成物。
４．前記ジイソシアネート又はポリイソシアネートが、ヘキサメチレンジイソシアネート
ホモポリマー、３－イソシアナトメチル－３，４，４－トリメチルシクロヘキシルイソシ
アネート、ビス－（４－イソシアナトシクロヘキシル）メタン、および、式（ＩＩａ）、
（ＩＩｂ）、（ＩＩｃ）および（ＩＩｄ）： 
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【化２】

のジイソシアネート３量体からなる群から選択される、１に記載の組成物。
５．反応させる工程（ｉ）が、（ｅ）式
Ｒ10－（Ｒ11）k－Ｘ
［式中、
Ｒ10は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18ω－アルケニル基、又はＣ1～Ｃ18ω－アルケノ
イルであり、
Ｒ11は、
【化３】
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（式中、
Ｒ2、Ｒ3、およびＲ4は、それぞれ独立してＨ又はＣ1～Ｃ6アルキルであり、
ｓは、１～５０の整数である）
からなる群から選択され、
ｋは、０又は１であり、
Ｘは、－ＯＨ、－Ｎ（Ｒ）Ｈ、および－ＳＨからなる群から選択されるイソシアネート反
応性基であり、ＲはＨ又はＣ1～Ｃ6アルキル基である］
からなる群から選択される非フッ素化有機化合物を更に含む、１に記載の組成物。
６．前記イソシアネート反応性非フッ素化粒子成分が、平均粒径約１０～５００ｎｍのＳ
ｉ、Ｔｉ、Ｚｎ、Ｍｎ、Ａｌ、およびＺｒの無機酸化物を含む、１に記載の組成物。
７．前記無機酸化物が、疎水性基で少なくとも部分的に表面改質されており、前記疎水性
基が、無機酸化物と、Ｃ1～Ｃ18アルキルトリクロロシラン、Ｃ1～Ｃ18ジアルキルジクロ
ロシラン、Ｃ1～Ｃ18トリアルキルクロロシランを含むアルキルハロシラン；Ｃ1～Ｃ18ア
ルキルトリメトキシシラン、Ｃ1～Ｃ18ジアルキルジメトキシシラン、Ｃ1～Ｃ18トリアル
キルメトキシシラン、およびＣ1～Ｃ18アルキルトリエトキシシランを含むアルキルアル
コキシシラン；ヘキサメチルジシラザンを含むアルキルジシラザン；ポリジメチルシロキ
サンを含むポリジアルキルシロキサン；およびこれらの混合物からなる群から選択される
疎水性表面処理試薬との反応から誘導される、６に記載の組成物。
８．前記無機酸化物が、Ｓｉ、Ｔｉ、Ｚｎ、Ｚｒ、Ｍｎ、Ａｌ、およびこれらの組み合わ
せからなる群から独立して選択されるＭ原子の酸化物を含む表面改質された無機酸化物粒
子であり、少なくとも１種類の粒子の表面が、式（ＩＶ）、
（－Ｌ2－）d（－Ｈ）（－Ｌ3）c（－Ｓｉ－Ｒ5

(4-d)）　　（ＩＶ）
（式中、
　Ｌ2は、Ｍに共有結合している酸素であり；各Ｌ3はＨ、Ｃ1～Ｃ2アルキル、およびＯＨ
からなる群から独立して選択され；ｄおよびｃは、ｄ≧１、ｃ≧０、およびｄ＋ｃ＝２と
なるような整数であり；
　Ｒ5は、炭素数１～１８の直鎖、分岐鎖、又は環状のアルキル基である）
で表される少なくとも１つの基に共有結合している、６に記載の組成物。
９．（ｃ）水、および（ｄ）０．０５重量％～約２．０重量％のイソシアネート反応性非
フッ素化粒子成分と反応させる工程（ｉｉ）が、（ｆ）ジアミン又はポリアミンであるカ
ップリング剤を更に含む、１に記載の組成物。
１０．基材に１に記載の組成物を接触させる工程を含む、基材に撥水性、撥油性、および
防汚性を付与する方法。
１１．木綿、セルロース、ウール、シルク、レーヨン、ナイロン、アラミド、アセテート
、アクリル、ジュート、サイザル麻、海草、コイア、ポリアミド、ポリエステル、ポリオ
レフィン、ポリアクリロニトリル、ポリプロピレン、ポリアラミド、又はこれらの混紡か
らなる繊維、ヤーン、布帛、混紡布、テキスタイル、スパンレース不織布、カーペット、
紙、又は皮革である、１０に記載の方法で処理された基材。
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